
 
 
 
 
教会は祈りという杭の上に据えられます。
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『わたしは荒野に道を設け、さばくに川を流れさせる』（イザヤ 43：19） 

 

ある、ブルックリン・タバナクル教会

んと３０年で、２０人のメンバーから６０

のメンバーを抱えるまでに成長した教

。この教会のシンバラ牧師は、牧師を

頃、自分が何をしているのかも分から

熟な牧師で、様々な困難に落胆し、

説教すら続けられない状態に陥って

ます。しかし、その時、シンバラ牧師は

をします。それは、「神は弱さに引き

れるお方である」ということ、また、「い

実に主を必要としているかを、へりく

素直に認める者たちを、主は捨てては

ない」ということでした。つまり、自分

と真剣に向かい合い、それを認めて、

のために主に祈り求めるなら、私たち

弱さの中にこそ、神の力が現わされ

うことです。アンドリュー・ボナーという

「神はご自分の民が、祈り以外には望

い、というところまで追い込まれるの

ておられる。ここにこそ教会の、世に

う力がある」と言いました。いかがでし

さんは、この新しい年を祈りの年にし

思われませんか？ 

 『わたしの家は祈りの家』 
 

（LVJCC 牧師：鶴田健次） 
中国宣教のために生涯を捧げたハドソン・テ

ーラーは、『私の献身と幸せの秘訣は、一日を

如何に始めるかにかかっている』と言いました。

楽器の演奏者は音楽会が始まる前に調律をし

ます。音楽会が終わってから調律をする人はい

ません。つまり、事を始める前の準備はとても

大切だということです。一日の歩みが、その一

日の初めを、どういう決断によって始めるかに

かかっているように、一年の歩みも、一年の初

めをどういう決断によって始めるかにかかって

います。    

そこで、今年の教会標語である『わたしの家は

祈りの家』という言葉を瞑想しながら、『祈りの

家』と呼ばれるにふさわしい教会作りの大切な

要素について考えてみます。 

まず一番目に考えたいことは、土台の大切さ

ということです。言うまでもなく、どんな事でもそ

の土台が大切です。建物を建てるときにはまず

土台を作りますが、建物が高ければ高いほど

その土台はしっかりしたものでなければなりま

せん。教会の働きの土台は祈りです。教会は

祈りという杭の上に据えられます。 

 

 
証し       コールマン優子 
 

素晴らしき主の御名を賛美致します。こうし

て、弱き者、そして、ただ主の恵みによって、

主の栄光のために、証しをさせていただける

特権に感謝します。キリスト・イエスにあっ

て古き自分を脱ぎ捨て、新しく生まれ変わっ

てからまだ一年弱ですが、主に全てを明け渡

した今は、主に生かされているという喜びで

いっぱいです。私は、両親の暖かい愛に包ま

れ、次女として岐阜県で生まれ育ち、主の作

られたたくさんの美しい自然の中で、親に喜

ばれるようにと、何事も一生懸命励んで、高

校までを日本で過ごしました。特に、大きな

問題も起こさず、スポーツに明け暮れる毎日

を今でも覚えています。          

そんな中で、近所に住む幼馴染のお友達が自

殺をして、初めて、死の怖さを知りました。

長女を亡くしたその子の母から最後の挨拶を

頼まれましたが、思春期真っ只中のわたしに

は恐怖心が勝りとてもその子の顔を見ること

がでなかったのを覚えています。そのときか

ら、真剣に、死という避けられない事実を自

分なりに理解しようとがんばりましたが、考

えれば考えるほど、怖くなり、悲しくなり、

結局何もわからないまま、死というトピック

を避けるようになりました。そのとき、私は、

絶対に自分から命を捨ててはならないと自分

に誓い、死の恐怖心をとりあえず抑えること

ができました。やがて、進学を決めるときが

やってきて、親の提案と私の意志と共にラス

ベガスに留学することをきめました。どうし

ても英語を収穫したく、まだ日本人の留学生

が少ないラスベガスという理由で留学地を決

めたわけですが、今は主が私を救いの道へと

導いてくださるためにはここでなくてはなら

なかったことがわかりました。勉強に明け暮

れる毎日が過ぎていく中、主が私に用意して

くださった一人の男性との出会いが私の人生

を変えることとなりました。黒人である彼と
のお付き合いが、私の親には納得できないと

私は察し、親には何も告げず交際を続けまし 
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また教会の Vision も計画も祈りからしか生まれ

てきません。宗教改革者のカルヴァンは、『祈り

の失敗は信仰生活の失敗』であると言いました

が、クリスチャンは祈りを通してこそ全能の神の

力を体験し、霊の戦いに勝利して、主の御心を

成し遂げることが出来るのだということを知らな

ければなりません。 

二番目に考えたいことは、神が教会を祈りの

家にしたいと思っておられることです。イエス様

は、ある時、神殿の一角で商売をしていた者た

ちを神殿から追い出し、「わたしの家は、祈りの

家でなければならない」と言われたことがありま

した。つまり、「教会は祈りの家」であり、祈りこ

そが第一にされなければならない所だというこ

とです。１９世紀を代表するイギリスの大説教

者スポルジョンは、「教会の状態は、祈祷会を

見れば実に正確に判断できる」と言いました。

また彼はさらに続けて、「神が教会に近くおられ

るならば教会は祈るはずであり、近くにおられ

ないなら、神がそこにはいないしるしとして、ま

ず祈らなくなる」と言いました。考えさせられる

言葉です。 

三番目に考えたいことは、祈りには偉大な力

があるということです。アメリカで最も伝道が困

難だと言われていた、ニューヨークのブルック   
 

 

✞大きな会堂が与えられるように 

✞敬老ホーム設立のために 

✞幼稚園設立のために 

 

DREAMS COME TRUE 

・1 月 26 日（金）は中野雄一郎先生をお

迎えし、昼と夜の二回に渡り素晴らしい

集会を持たせていただきました。 

 

・1月 26日（金）、元北米ホーリネス教団

の委員長をしておられた Kenneth 

Ashitomi 先生がお訪ね下さり、励ましの

言葉と祝福の祈りをいただきました。 

 

・2 月 25 日（日）の礼拝はロサンゼルス

から日本への宣教師として行かれてい

る篠田リリアン宣教師をお迎えして礼拝

のご用をしていただきます。 

それは、私の罪が及ぼす永遠の死です。そ

の罪の支払いをイエス様が十字架の上で

してくださり、それどころか、罪からの開

放によって、天国のパスポートまで約束さ

れているという、一方的に与えられる恵み

を主は私に与えてくださいました。母にな

るという特権をも頂いた今は、主の良き僕

として、主に仕えていくという、初めて与

えられた人生の目的のために主と共に歩

んでいきたいと思っております。 

ハレルヤ! 

 
案内・ニュース 

た。まさに、私の予感は当たり、夏休みの

帰省中、彼との交際が発覚したときは、別

れなければ、アメリカには戻れないと言わ

れ、やむを得ず親に同意して、彼に別れ話

を持ち出しましたが、心はお互い変わらな

いまま、交際を続けることにしました。 
仕事、学校、交際の両立をこなしＵＮＬＶ

を２００２年に無事卒業し、又新しい人生

の分岐点に立ち、将来を決めるときがやっ

てきました。そのころまでには、彼との関

係もあまりよくなく、それでも、永住権の

所得を彼が手伝ってくれるとのことで、彼

と結婚を決めました。今まで、親に喜んで

もらおうとがんばって、まるで、自分では、

優等生とも思っていた私から、その旨を告

げられた両親は深く心を悩ましました。そ

れでも、心を曲げない私に両親は同意する

ほかなかったのが事実です。結婚後、彼と

の関係は、悪化するばかりで、本当に紙の

上での結婚となりつつある、と思いながら、

何とか彼との関係を取り戻したいと切に願

っていたそんな時、ラスベガスアイズとい

う月間ニュースレターが、両親のコンドミ

ニアムに送られるようになり、一番最後の

鶴田先生のコラムに心を引き寄せられまし

た。最後に乗せられた御言葉マタイ 11 章

28 節は、まさしくイエス様から私への招待

状のようでした。教会のこともキリスト教

のこともまったく無知ではありながら、教

会に足を運びました。初めは、違和感があ

りましたが、そこにいる皆さんの目が違う

ことに気づきました。何がこの人たちの目

を生き生きさせているのか、そのときは分

かりませんでしたが、主の愛を皆さんを通

して体験して、私も皆さんのような目を持

ちたいと思いました。そんな中、妊娠をし、

その神秘的な出来事はまさに主の御業であ

ることを悟りました。彼との関係があまり

変わらないときに主からの尊いプレゼント

を頂き、その時、解決しなければならない

ことを出産前にするよう主に示されまし

た。 


